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投
資
が
１
６
期
ぶ
り
に
上
昇

の
終
わ
り
か
ら
干
ば
つ
に
悩

ま
さ
れ
続
け
て
お
り
、
１
３

年
か
ら
１
６
年
に
か
け
て
、

少
な
く
と
も
１
回
は
水
不
足

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
、
ま

た
は
非
常
事
態
宣
言
を
発
令

し
た
市
は
、
全
１
７
９
４
市

の
内
７
８
％
に
上
る
。

　

１
６
年
は
観
測
史
上
、
干

ば
つ
の
被
害
が
も
っ
と
も
大

き
か
っ
た
年
と
さ
れ
て
い
る

が
、
Ａ
Ｎ
Ａ
幹
部
の
ジ
ョ
ア

キ
ン
・
ゴ
ン
ジ
ン
氏
は
、
今

年
も
昨
年
の
被
害
を
上
回
り

そ
う
だ
と
し
て
い
る
。

　

セ
ア
ラ
ー
州
の
場
合
、
以

前
は
、
水
不
足
は
農
村
地
帯

や
限
ら
れ
た
狭
い
地
域
で
だ

け
発
生
し
て
い
た
が
、
最
近

で
は
都
市
部
に
も
被
害
が
広

が
っ
て
い
る
。

　

州
都
フ
ォ
ル
タ
レ
ー
ザ
か

ら
２
０
０
キ
ロ
は
な
れ
た
キ

シ
ェ
ラ
モ
ビ
ン
市
で
は
、
水

道
の
水
が
５
日
に
１
日
し
か

出
な
い
地
区
が
あ
り
、
商
店

主
ら
は
給
水
車
と
契
約
し
て

　

１
日
、地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｅ
）
が
、１
７
年
第
３
四
半
期
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
は
前
期
比
で
０
・１
％
の
上
昇
を
記
録
し
た
と
発
表
し
た
。
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

の
予
想
を
や
や
下
回
っ
た
と
は
い
え
、
経
済
回
復
が
再
度
、
数
字
で
示
さ
れ
た
形

と
な
っ
た
。
１
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

１
５
四
半
期
連
続
で
縮
小
し

て
い
た
投
資
で
、今
回
は
１
・

６
％
増
に
転
じ
た
。

　

投
資
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
た

原
因
は
、
機
械
や
サ
ー
ビ
ス

の
生
産
と
輸
入
が
増
え
た
こ

と
で
、
そ
の
背
景
に
は
、
景

気
の
先
行
き
に
対
す
る
企
業

家
の
信
頼
感
指
数
の
回
復
な

ど
が
あ
る
と
い
う
。

　

た
だ
、
製
造
業
に
対
す

る
投
資
は
ま
だ
全
体
の

１
６
・
１
％
と
少
な
く
、
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
た
ち
は
、
こ
の

割
合
が
２
５
％
近
く
に
な
ら

な
い
と
長
期
的
な
成
長
に
つ

な
が
ら
な
い
と
見
て
い
る
。

　

ま
た
、
家
庭
消
費
も
１
・

２
％
増
え
た
。
こ
の
部
門
は

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
０
％
を
占
め
て

お
り
、
同
分
野
の
成
長
は
影

響
が
大
き
い
。
家
庭
消
費
を

牽
引
し
た
の
は
、
勤
続
期
間

保
障
基
金
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）
の

休
眠
資
金
開
放
だ
。
こ
れ
に

よ
っ
て
国
民
が
４
０
０
億
レ

ア
ル
も
の
恩
恵
を
受
け
た
こ

と
が
、
消
費
の
活
性
化
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
経
済
基
本

金
利
の
低
下
や
労
働
市
場
に

　

国
民
か
ら
の
支
持
率
と
経

済
へ
の
期
待
感
が
最
悪
な
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
３
四
半
期
連
続
で
黒
字
を

あ
げ
た
連
邦
政
府
。
国
民
の

間
で
は
政
治
や
政
府
へ
の
不

信
感
が
強
く
、「
よ
い
政
府

の
わ
け
が
な
い
」
と
思
い
込

み
た
い
と
こ
ろ
か
も
し
れ

お
け
る
失
業
率
改
善
も
こ
れ

を
後
押
し
し
て
い
る
。

　

一
方
、
農
牧
業
は
３
％
減

少
し
、
足
を
引
っ
張
る
要
因

と
な
っ
た
。
農
牧
業
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
減
少
は
、
貢
献
度
の
高
い

大
豆
な
ど
の
収
穫
期
を
外
れ

て
い
た
た
め
だ
。

　

エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ
レ
ス

財
相
も
こ
の
結
果
を
受
け
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
農
牧
業
の

減
少
が
な
け
れ
ば
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

１
・
１
％
増
に
な
っ
て
い
た

は
ず
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

製
造
業
は
０
・
８
％
増
、

サ
ー
ビ
ス
業
は
０
・
６
％
増
、

政
府
支
出
は
０
・
２
％
減

だ
っ
た
。

　

種
々
の
経
済
指
数
は
景
気

が
徐
々
に
回
復
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
お
り
、
政
府
や

企
業
家
の
間
で
は
景
気
回
復

の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

だ
が
、
１
日
付
エ
ス
タ
ー
ド

３
期
連
続
で
上
昇
し
停
滞
脱
出
へ

店
の
掃
除
な
ど
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
の
経
費
は
商
品
価

格
に
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、

商
売
は
あ
が
っ
た
り
だ
。

　

１
２
年
は
北
東
部
の

５
４
０
の
自
治
体
に
、
延

べ
３
千
回
、
給
水
車
が
出

た
。
１
６
年
は
、
給
水
車
の

出
た
回
数
が
２
倍
以
上
の

６
７
８
８
回
に
増
え
た
。

　

渇
水
と
は
逆
に
、
聖
州
内

陸
部
サ
ウ
ト
市
の
よ
う
に
、

洪
水
が
日
常
茶
飯
事
と
化
し

て
し
ま
っ
た
地
域
も
あ
る
。

　

同
市
で
バ
ー
ル
を
営
む
ル

イ
ス
・
ガ
ン
ザ
ー
ノ
氏
は
、

「
川
か
ら
水
や
泥
、
泡
が
溢

れ
る
と
、
道
路
が
何
日
も
覆

わ
れ
て
し
ま
う
」
と
嘆
く
。

同
氏
は
年
２
０
〜
３
０
日
は

休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
し
、
洪
水
が
酷
く
な
る
と

以
上
に
あ
た
る
５
５
７
０
万

人
で
、
被
害
総
額
は
年
間

９
０
億
レ
ア
ル
に
も
及
ぶ
と

試
算
さ
れ
て
い
る
。

　

被
害
に
遭
っ
た
５
５
７
０

万
人
の
内
、
４
８
０
０
万
人

は
干
ば
つ
、
水
不
足
の
被

害
を
受
け
て
お
り
、
残
る

７
７
０
万
人
は
洪
水
、
大

水
、
浸
水
な
ど
の
被
害
を
受

け
た
。

　

北
東
部
の
９
州
は
１
２
年

　

雨
不
足
、
干
ば
つ
、
大
雨

に
よ
る
激
流
や
洪
水
…
。
伯

国
で
は
こ
う
し
た
災
害
は
つ

き
も
の
だ
が
、
過
去
数
年
で

そ
の
規
模
は
よ
り
大
き
く

な
っ
て
い
る
と
、
１
日
付
エ

ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

国
家
水
資
源
庁
（
Ａ
Ｎ

Ａ
）
が
４
年
お
き
に
ま
と
め

し
て
い
る
レ
ポ
ー
ト
、「
伯

国
水
資
源
動
向
」
に
よ
る

と
、
２
０
１
３
年
か
ら
１
６

年
ま
で
の
４
年
間
で
、
水
害

や
渇
水
の
被
害
を
受
け
た
人

の
数
は
、
人
口
の
４
分
の
１

１
３
〜
１
６
年
は
水
被
害
が
深
刻
化

未
感
染
者
は
予
防
接
種
避
け
よ

「
対
策
怠
っ
た
ツ
ケ
」と
専
門
家

小
型
の
ボ
ー
ト
を
使
っ
て
し

か
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
住
民

も
多
い
と
い
う
。

　

Ａ
Ｎ
Ａ
の
専
門
家
に
よ
る

と
、
降
雨
の
傾
向
が
劇
的
に

変
化
し
た
の
は
、
伯
国
内
で

気
候
変
動
が
起
き
て
い
る
こ

と
の
現
れ
だ
と
い
う
。

　

北
東
部
を
流
れ
る
主
要
河

川
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
川

の
河
川
流
域
委
員
会
委
員
長

ア
ニ
ヴ
ァ
ウ
ド
・
ミ
ラ
ン
ダ

氏
は
、「
気
候
変
動
の
問
題

も
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
、

我
々
は
過
去
数
十
年
に
わ
た

る
貧
弱
な
治
水
政
策
や
、
無

計
画
な
環
境
開
発
の
ツ
ケ
を

払
わ
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
」
と
し
て
い
る
。

　

リ
オ
州
連
邦
大
学
経
済
研

究
所
の
カ
ル
ロ
ス
・
ヤ
ン
グ

教
授
も
、
自
然
災
害
で
多
大

な
損
失
を
被
り
た
く
な
い
な

ら
、
予
防
対
策
に
資
金
を
割

く
よ
う
提
言
し
て
い
る
。

が
０
・
７
％
増
に
見
直
さ
れ

た
後
に
算
出
さ
れ
て
お
り
、

昨
年
同
期
比
で
は
１
・
４
％

の
成
長
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

３
期
連
続
の
上
昇
と
な
り
、

１
５
年
第
２
四
半
期
〜
１
６

年
第
４
四
半
期
の
７
四
半
期

連
続
で
下
降
し
た
景
気
後
退

（
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
状
態
は

脱
し
た
こ
と
を
さ
ら
に
印
象

付
け
た
。
今
年
１
〜
９
月
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
０
・
６
％
、
１
２

カ
月
間
の
累
積
で
も
０
・

２
％
成
長
し
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
家
庭
消
費
＋
公

共
消
費
＋
投
資
＋
輸
出
か
ら

輸
入
を
引
く
と
い
う
形
で

算
出
さ
れ
る
。
第
３
四
半
期

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
上
昇
に
貢
献
し
た

の
は
、
２
０
１
３
年
第
４
四

半
期
〜
今
年
第
２
四
半
期
の

首都ブラジリアでも渇水は深刻だ
（参考画像・Pedro Ventura/Agência Brasília）

メイレレス財相（Wilson Dias/Agência Brasil）

家
庭
消
費
も
１
・
２
％
増
え
る

デ ン グ 熱

紙
に
よ
る
と
、
国
民
の
意
識

に
は
ず
れ
が
あ
り
、
来
年
の

景
気
は
今
年
よ
り
良
く
な
る

と
考
え
る
人
は
過
去
８
年
間

で
最
低
の
２
１
％
だ
っ
た
。

来
年
の
景
気
は
悪
化
す
る
と

考
え
て
い
る
人
は
３
年
連
続

で
減
っ
て
２
８
％
に
な
り
、

今
年
と
同
じ
と
考
え
る
人
は

過
去
最
高
の
４
８
％
い
た
。

な
い
が
、
現
政
権
の
経
済
対

策
の
結
果
は
徐
々
に
出
て
き

て
い
る
。
経
済
状
況
の
好
転

が
２
０
１
８
年
も
続
き
、
国

民
も
そ
れ
を
実
感
し
始
め
れ

ば
、世
間
の
評
価
が
変
わ
り
、

大
統
領
選
に
影
響
し
て
く
る

可
能
性
が
あ
る
。
現
状
の
大

統
領
選
支
持
率
は
主
に
ネ
ッ

ト
利
用
者
の
声
に
負
う
と
こ

ろ
が
多
い
が
、
そ
う
し
た
こ

と
に
疎
い
年
配
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
層
が
景
気
で
世
を
判
断

し
始
め
る
と
、
様
子
が
変
わ

る
の
で
は
。
と
り
わ
け
出
馬

意
欲
の
あ
る
メ
イ
レ
レ
ス
財

相
に
は
追
い
風
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
州
で
は
、
バ
ス
や
地
下

鉄
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
な
ど
に
お
け

る
セ
ク
ハ
ラ
犯
罪
が
急
増
し

て
い
る
と
い
う
。
聖
州
保
安

局
の
調
べ
に
よ
る
と
、
１
７

年
は
１
０
月
末
現
在
で
、

２
０
１
２
年
以
降
で
は
過
去

最
高
の
５
１
４
件
を
記
録
。

１
日
平
均
２
件
の
届
出
が

あ
っ
た
計
算
と
な
る
。
１
２

年
の
同
種
の
犯
罪
の
届
出
数

は
６
８
件
で
５
日
に
１
回

だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
い
か

に
増
加
し
た
か
が
わ
か
る
。

ま
た
、
過
去
５
年
間
の
統
計

で
は
、
こ
う
し
た
犯
罪
の
約

半
分
が
バ
ス
の
中
で
の
も
の

で
、
通
勤
の
行
き
と
帰
り
に

集
中
し
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

明
日
３
日
は
サ
ッ
カ
ー
の

全
国
選
手
権
の
最
終
節
と
な

る
。
優
勝
は
コ
リ
ン
チ
ャ
ン

ス
で
決
ま
っ
て
い
る
が
、
１

部
残
留
や
リ
ベ
ル
タ
ド
ー
レ

ス
杯
進
出
の
枠
を
巡
る
戦
い

は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
と

り
わ
け
、
１
部
残
留
を
巡
っ

て
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
ア
、

コ
リ
チ
ー
バ
、
ス
ポ
ル
チ
、

ア
ヴ
ァ
イ
の
４
チ
ー
ム
が

争
っ
て
い
る
状
態
だ
。
最
終

戦
は
、
い
ず
れ
も
午
後
５
時

に
キ
ッ
ク
オ
フ
さ
れ
る
。

　

１
日
、
来
年
６
月
か
ら
ロ

シ
ア
で
は
じ
ま
る
サ
ッ
カ
ー

の
Ｗ
杯
の
組
み
合
わ
せ
抽
選

会
が
行
わ
れ
、
Ｅ
組
と
な
っ

た
伯
国
は
、
ス
イ
ス
、
コ
ス

タ
リ
カ
、
セ
ル
ビ
ア
と
予
選

リ
ー
グ
を
戦
う
こ
と
に
な
っ

た
。
１
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト

が
報
じ
て
い
る
。

　

抽
選
は
、
国
名
を
記
し
た

紙
入
り
の
カ
プ
セ
ル
を
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
か
ら

８
カ
国
ず
つ
四
つ
の
ポ
ッ
ト

に
分
け
、
各
ポ
ッ
ト
か
ら
１

カ
国
ず
つ
８
組
に
分
け
る
形

で
行
わ
れ
た
。
今
回
は
ス
ペ

イ
ン
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い

う
優
勝
も
狙
え
る
強
豪
が
２

番
目
に
強
い
グ
ル
ー
プ
に
お

り
、
話
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

だ
が
、
ス
ペ
イ
ン
は
Ｂ
組

で
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
は
Ｇ
組
で
ベ
ル
ギ
ー

と
対
戦
す
る
こ
と
に
な
り
、

伯
国
は
、
い
わ
ゆ
る
「
死
の

組
」
は
避
け
ら
れ
た
。

　

伯
国
の
グ
ル
ー
プ
は
Ｅ
組

で
、
相
手
は
ス
イ
ス
、
コ
ス

タ
リ
カ
、
セ
ル
ビ
ア
と
な
っ

た
。
各
国
代
表
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

８
位
、
２
２
位
、
３
７
位
で
、

伯
国
は
２
位
だ
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
予
選
を

勝
ち
上
が
っ
た
場
合
も
、
ベ

ス
ト
１
６
で
ド
イ
ツ
、
ベ
ス

ト
８
で
ベ
ル
ギ
ー
や
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
と
い
っ
た
相
手
と
対

戦
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
予

断
を
許
さ
な
い
。

　

Ｗ
杯
ロ
シ
ア
大
会
開
幕
は

来
年
の
６
月
１
４
日
で
、
伯

国
の
試
合
は
、
６
月
１
７
日

が
ス
イ
ス
戦
、
２
２
日
が
コ

ス
タ
リ
カ
戦
、
２
７
日
が
セ

ル
ビ
ア
戦
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
家
衛
生
監
督
庁
（
Ａ
Ｎ

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
が
１
１
月
２
９

日
、
デ
ン
グ
熱
に
か
か
っ
た

事
が
な
い
人
は
デ
ン
グ
熱
の

予
防
接
種
を
受
け
な
い
よ
う

勧
め
る
、
異
例
の
勧
告
を
出

し
た
と
１
１
月
２
９
、３
０

日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。

　

同
勧
告
は
、
１
５
年
１
２

月
２
８
日
に
同
庁
が
認
証
し

た
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
Ｄ
ｅ

ｎ
ｇ
ｖ
ａ
ｘ
ｉ
ａ
の
製
造
会

社
、
サ
ノ
フ
ィ
・
パ
ス
ツ
ー
ル

と
同
庁
が
、
同
ワ
ク
チ
ン
の

有
効
性
確
認
用
の
臨
床
試
験

後
に
行
っ
た
観
察
結
果
に
基

づ
い
て
い
る
。

　

同
庁
に
よ
る
と
、
臨
床
試

験
後
５
年
間
の
観
察
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
デ
ン
グ
熱
に
か

か
っ
た
事
が
な
い
人
が
、
こ
の

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
後
に
デ
ン

グ
熱
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

蚊
に
刺
さ
れ
る
と
、
１
千
人

に
５
人
は
通
常
よ
り
強
い
症

状
が
出
て
入
院
す
る
必
要
が

生
じ
、
１
千
人
に
２
人
は
重

症
化
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
デ
ー
タ
は
、
ま
だ
検

証
中
だ
が
、
入
院
を
要
し
た

患
者
が
１
千
人
に
５
人
と
い

う
数
字
は
、
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
人
が
デ
ン
グ
熱

に
初
め
て
感
染
し
た
場
合
の

１
・
５
倍
に
相
当
す
る
。
専

門
家
は
、
予
防
接
種
が
初
回

感
染
と
同
じ
状
態
を
生
み
出

し
て
し
ま
い
、
本
来
の
初
回

感
染
が
２
重
感
染
の
時
の
よ

う
な
反
応
を
生
ん
だ
結
果
で

は
な
い
か
と
見
て
い
る
。

　

デ
ン
グ
熱
に
感
染
し
た
事

が
あ
る
人
が
予
防
接
種
を
受

け
た
場
合
は
、
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
蚊
に
刺
さ
れ
て
も

発
症
せ
ず
に
済
み
、
有
効
性

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

デ
ン
グ
熱
の
症
状
は
、
突

然
の
高
熱
や
頭
痛
、
関
節
や

筋
肉
の
痛
み
、
吐
き
気
や
嘔

吐
、
赤
い
発
疹
な
ど
だ
。
重

症
化
す
る
と
、
歯
茎
な
ど
か

ら
の
出
血
や
紫
色
の
し
み
、

肺
に
水
が
た
ま
る
、
し
つ
こ
い

嘔
吐
な
ど
が
起
こ
る
。
重
篤

化
し
た
出
血
性
デ
ン
グ
熱
だ

と
出
血
が
更
に
ひ
ど
く
な
り
、

呼
吸
困
難
、
血
圧
の
変
化
、

臓
器
不
全
な
ど
が
起
き
て
死

亡
す
る
事
も
あ
る
。

　

Ｄ
ｅ
ｎ
ｇ
ｖ
ａ
ｘ
ｉ
ａ
は

４
種
の
デ
ン
グ
熱
ウ
イ
ル
ス

に
対
応
す
る
ワ
ク
チ
ン
と
し

て
製
造
さ
れ
、
現
時
点
で
認

証
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
予
防

接
種
ワ
ク
チ
ン
だ
が
、
認
証

時
に
は
今
回
の
よ
う
な
デ
ー

タ
は
提
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
。
同
ワ
ク
チ
ン
は
半

年
毎
に
３
回
の
接
種
を
要
す

上
、
有
効
率
は
６
６
％
と
低

く
、
接
種
対
象
も
９
〜
４
５

歳
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

Ｓ
Ｕ
Ｓ
（
統
一
保
健
シ
ス
テ

ム
）
で
は
扱
っ
て
い
な
い
。
希

望
者
は
私
立
の
診
療
所
な

ど
で
最
高
１
３
５
レ
ア
ル
の

料
金
を
払
っ
て
接
種
す
る
必

要
が
あ
る
。
パ
ラ
ナ
州
で
は

昨
年
８
月
の
デ
ン
グ
熱
撲
滅

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
州
の
医
療

機
関
に
配
布
し
た
。

　
【
既
報
関
連
】
国
家
電
力

庁
（
Ａ
ｎ
ｅ
ｅ
ｌ
）
は
１
１

月
２
７
日
、
１
２
月
の
電
気

代
の
追
徴
率
を
１
１
月
の

「
赤
旗
２
」
か
ら
「
赤
旗
１
」

に
変
更
す
る
こ
と
を
決
め
た

と
同
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
な
ど

が
報
じ
た
。

　

１
１
月
は
１
０
０
キ
ロ

ワ
ッ
ト
／
時
（
ｋ
Ｗ
ｈ
）
あ

た
り
５
レ
ア
ル
の
追
加
料
金

が
課
さ
れ
て
い
た
が
、「
赤

旗
１
」
へ
の
変
更
に
よ
り
、

追
加
料
金
は
１
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ

あ
た
り
３
レ
ア
ル
に
な
る
。

　

Ａ
ｎ
ｅ
ｅ
ｌ
は
今
回
の
設

定
変
更
の
理
由
を
、「
１
１

月
を
通
し
て
各
所
の
水
力
発

電
所
ダ
ム
の
水
位
に
若
干
の

改
善
が
見
ら
れ
た
」
た
め
と

説
明
し
て
い
る
。

　

国
内
の
水
力
発
電
所
ダ
ム

の
水
位
が
下
が
る
と
、
水
力

発
電
に
よ
る
発
電
量
が
下
が

る
た
め
、
火
力
発
電
所
を
稼

動
さ
せ
ざ
る
を
得
ず
、
発
電

コ
ス
ト
が
上
が
る
。

　

Ａ
ｎ
ｅ
ｅ
ｌ
は
水
位
の
変

化
な
ど
を
見
て
消
費
者
に
課

す
追
加
料
金
を
算
定
し
、「
緑

旗
」、「
黄
旗
」、「
赤
旗
１
」、

「
赤
旗
２
」
を
毎
月
設
定
す

る
。

　

１
０
月
か
ら
の
追
加
料
金

は
最
大
の「
赤
旗
２
」に
な
っ

て
お
り
、
１
１
月
か
ら
は
、

「
赤
旗
２
」
の
追
加
料
金
自

体
を
１
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り

３
・
５
レ
か
ら
、
５
レ
に
引

き
上
げ
て
い
た
。

第３四半期は０.１％増
　

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
読
み
は

「
第
３
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

０
・
３
％
増
」
と
い
う
線
が

多
か
っ
た
た
め
、
実
際
の
成

長
率
は
そ
れ
を
下
回
っ
た
。

だ
が
、
第
３
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
は
、
第
１
四
半
期

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
０
・
２
％
増
か

ら
１
・
３
％
増
、
第
２
四
半

期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
０
・
２
％
増

伯
国
は
Ｅ
組
で
ス
イ
ス
ら
と

決
勝
Ｔ
進
出
後
に
強
敵
続
出
も

国
家
衛
生
監
督
庁
が
異
例
の
勧
告

ＧＤＰ
国家水資源庁

水
資
源
動
向
調
査
を
発
表

（２）２０１７年 第４８９１号 １２月 ２日 （土曜日）

サッカーＷ杯

１
２
月
は「
赤
旗
１
」に

１
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
２
レ
減
額

電 気 代

　

聖
市
の
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ

ア
市
長
と
聖
州
の
ジ
ェ
ラ
ウ

ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
知
事
（
共

に
民
主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）

は
１
１
月
２
９
日
に
、
洪
水

対
策
工
事
へ
振
り
分
け
る
資

金
増
強
を
発
表
し
た
。

　

聖
市
市
役
所
が
発
表
し
た

主
要
工
事
は
六
つ
だ
が
、
こ

の
夏
（
１
２
月
末
か
ら
来
年

３
月
末
）
の
間
に
完
成
ま
た

は
部
分
的
に
利
用
可
能
と
な

る
の
は
二
つ
だ
け
だ
。
州
政

府
と
の
共
同
事
業
四
つ
は
、

夏
以
降
の
完
成
と
な
る
。

　

聖
市
建
設
局
の
マ
ル
コ

ス
・
ペ
ニ
ド
局
長
は
、
連
邦

政
府
か
ら
の
資
金
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
書
類
を
揃
え
て

い
た
た
め
、
発
表
や
着
工
が

遅
れ
て
い
る
と
説
明
し
た
。

聖
市
が
洪
水
対
策
用

の
主
要
事
業
を
発
表



　
『
右う

派は

分ぶ
ん

子し

』
が
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

と
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

を
傍ぼ

う

若じ
ゃ
く

無ぶ

人じ
ん

に
攻こ

う

撃げ
き

し
た
。
右う

派は

は
知ち

識し
き

人じ
ん

全ぜ
ん

体た
い

の
１
％
か
ら
１
０
％

ほ
ど
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
者も

の

た
ち
を
粉ふ

ん

砕さ
い

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。［
１
，
ｐ
５
５
］

　

小
し
ょ
う

説せ
つ

「
ワ
イ
ル
ド
・
ス
ワ
ン
」
の
作さ

く

者し
ゃ

ユ
ン
・
チ
ア
ン
の

母は
は

は
、
四し

川せ
ん

省し
ょ
う

成せ
い

都と

東と
う

城じ
ょ
う

区く

の
宣せ

ん

伝で
ん

部ぶ

長ち
ょ
うを
し
て
い
た
が
、

１
９
５
７
年ね

ん

６
月が

つ

に
こ
の
よ
う
な
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
講こ

う

話わ

が
、
そ
の

母は
は

の
所と

こ
ろ
ま
で
伝つ

た

わ
っ
て
き
た
。

　
こ
の
命め

い

令れ
い

を
実じ

っ

行こ
う

す
る
た
め
に
、
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
あ
げ
た
数す

う

字じ

の
中

ち
ゅ
う

間か
ん

を
と
っ
て
、
５
％
の
知ち

識し
き

人じ
ん

を
右う

派は

と
し
て
告こ

く

発は
つ

す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
「
割わ

り
当あ

て
」
を
満み

た
す
た
め
に

は
、
ユ
ン
の
母は

は

は
自じ

分ぶ
ん

の
監か

ん

督と
く

下か

に
あ
る
組そ

織し
き

か
ら
、
合ご

う

計け
い

１
０
０
人に

ん

の
右う

派は

を
告こ

く

発は
つ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

あ
る
部ぶ

下か

は
、
国こ

く

民み
ん

党と
う

将し
ょ
う

校こ
う

だ
っ
た
夫お

っ
と
を
内な

い

戦せ
ん

で
亡な

く
し

た
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

教き
ょ
う

師し

で
、「
今い

ま

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
昔む

か
し
よ
り
貧ま

ず

し
く
な
っ
た
」

と
発は

つ

言げ
ん

し
た
女じ

ょ

性せ
い

を
見み

つ
け
出だ

し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し

て
頑が

ん

張ば

っ
て
も
１
０
人に

ん

足た

ら
ず
に
し
か
な
ら
な
い
。

　

上
じ
ょ
う

司し

は
、「
右う

派は

分ぶ
ん

子し

を
見み

つ
け
出だ

せ
な
い
の
は
、
君き

み

自じ

身し
ん

が
右う

傾け
い

化か

し
て
い
る
証

し
ょ
う

拠こ

だ
」
と
脅お

ど

し
た
。
ユ
ン
の
母は

は

は
、
自じ

分ぶ
ん

が
右う

派は

の
レ
ッ
テ
ル
を
貼は

ら
れ
て
夫お

っ
と
や
子こ

供ど
も

た
ち
の
将

し
ょ
う

来ら
い

を

犠ぎ

牲せ
い

に
す
る
の
か
、
自じ

分ぶ
ん

と
家か

族ぞ
く

を
守ま

も

る
た
め
に
、
１
０
０

人に
ん

以い

上じ
ょ
うの
無む

実じ
つ

の
人ひ

と

を
犠ぎ

牲せ
い

に
す
る
の
か
、
二に

律り
つ

背は
い

反は
ん

の
窮

き
ゅ
う

地ち

に
陥

お
ち
い
っ
た
。

　

し
か
し
危き

機き

一い
っ

髪ぱ
つ

の
所と

こ
ろで
、
窮

き
ゅ
う

地ち

か
ら
救す

く

わ
れ
た
。
担た

ん

当と
う

地ち

域い
き

に
あ
る
師し

範は
ん

学が
っ

校こ
う

で
、
学が

く

生せ
い

１
３
０
人に

ん

が
奨

し
ょ
う

学が
く

金き
ん

増ぞ
う

額が
く

を
求も

と

め
て
デ
モ
を
行お

こ
ない
、
上

じ
ょ
う

司し

が
こ
れ
ら
の
学が

く

生せ
い

全ぜ
ん

員い
ん

を
右う

派は

と
し
て
告こ

く

発は
つ

し
、
な
ん
と
か
、
割わ

り

当あ

て
を
満み

た
せ
た
の
で
あ
る
。

学が
く

生せ
い

た
ち
は
、
工こ

う

場じ
ょ
うや
農の

う

村そ
ん

で
肉に

く

体た
い

労ろ
う

働ど
う

を
さ
せ
ら
れ
る
か
、

強き
ょ
う

制せ
い

労ろ
う

働ど
う

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

に
送お

く

ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
「
大だ

い

躍や
く

進し
ん

」「
文ぶ

ん

化か

大だ
い

革か
く

命め
い

」
と
２
０

年ね
ん

も
続つ

づ

く
苦く

難な
ん

の
ほ
ん
の
始は

じ

ま
り
に
過す

ぎ
な
か
っ
た
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は

１
０
月が

つ

１
日た

ち

に
建け

ん

国こ
く

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た
が
、
こ
れ
を
機き

に
、

そ
の
う
ち
の「
失う

し
なわ
れ
た
２
０
年ね

ん

」と
呼よ

ば
れ
る
時じ

期き

を
た
ど
っ

て
み
よ
う
。 中ち

ゅ
う

国ご
く

の
失う

し
な

わ
れ
た
２
０
年ね

ん

１９９９年
ねん

１０月
がつ

１６日
にち

版
ばん

　
１
９
５
７
年ね

ん

春は
る

、
毛も

う

沢た
く

東と
う

は
知ち

識し
き

人じ
ん

階か
い

級き
ゅ
うに
対た

い

し
、
自じ

由ゆ
う

に
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

批ひ

判は
ん

を
す
る
よ
う
求も

と

め
た
。「
百

ひ
ゃ
っ

花か

斉さ
い

放ほ
う

」
政せ

い

策さ
く

で

あ
る
。
し
か
し
毛も

う

沢た
く

東と
う

は
同ど

う

時じ

に
「
引い

ん

蛇じ
ゃ

出し
ゅ
っ

洞ど
う

」（
ヘ
ビ
を

ね
ぐ
ら
か
ら
お
び
き
出だ

す
）
と
言い

う
秘ひ

密み
つ

発は
つ

言げ
ん

も
し
て
い
た
。

前ぜ
ん

年ね
ん

の
秋あ

き

、
ハ
ン
ガ
リ
ー
暴ぼ

う

動ど
う

が
起お

こ
り
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
も
知ち

識し
き

人じ
ん

た
ち
が
同ど

う

様よ
う

な
穏お

ん

健け
ん

・
自じ

由ゆ
う

主し
ゅ

義ぎ

路ろ

線せ
ん

を
望の

ぞ

ん
で
い
る
こ

と
が
分わ

か
っ
て
い
た
の
で
、
毛も

う

沢た
く

東と
う

が
先せ

ん

手て

で
罠わ

な

を
仕し

掛か

け
た

の
で
あ
る
。［
１
，
ｐ
５
０
］

　

５
７
年ね

ん

か
ら
５
８
年ね

ん

に
か
け
て
の
右う

派は

闘と
う

争そ
う

で
、
全ぜ

ん

国こ
く

で
５
５
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うが
右う

派は

と
さ
れ
た
。
北ぺ

京き
ん

大だ
い

学が
く

で
は
、

７
０
０
人に

ん

が
「
右う

派は

分ぶ
ん

子し

」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼は

ら
れ
、
８
０
０

人に
ん

が
何な

ん

ら
か
の
処し

ょ

分ぶ
ん

を
受う

け
た
。
こ
れ
は
学が

く

生せ
い

・
教

き
ょ
う

員い
ん

総そ
う

数す
う

の
２
０
％
に
あ
た
る
。
無ぶ

事じ

だ
っ
た
知ち

識し
き

人じ
ん

た
ち
も
、
こ
れ
以い

降こ
う

、
表

お
も
て

立だ

っ
て
政せ

い

治じ

的て
き

発は
つ

言げ
ん

は
し
な
く
な
る
。

　
国こ

っ

家か

建け
ん

設せ
つ

と
経け

い

済ざ
い

発は
っ

展て
ん

の
両

り
ょ
う

方ほ
う

に
は
、
鍛き

た

え
ら
れ
た
知ち

性せ
い

が
欠か

か
せ
な
か
っ
た
。「
原げ

ん

理り

主し
ゅ

義ぎ

」
の
た
め
に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
知ち

識し
き

人じ
ん

エ
リ
ー
ト
の
そ
ん
な
に
も
多お

お

く
の
人ひ

と

々び
と

を
退し

り
ぞ
け
て
し
ま
っ
た

こ
と
は
愚お

ろ

か
な
こ
と
で
あ
り
、
大お

お

き
な
被ひ

害が
い

を
も
た
ら
す
こ
と

で
あ
っ
た
。［
２
，
ｐ
４
８
３
］

　

ア
メ
リ
カ
の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

史し

研け
ん

究き
ゅ
うの

権け
ん

威い

フ
ェ
ア
バ
ン
ク
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

の
評

ひ
ょ
う

価か

で
あ
る
。
こ
の
「
大お

お

き
な
被ひ

害が
い

」
に
つ
い
て
、
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

は
次つ

ぎ

の

よ
う
に
述の

べ
て
い
る
。

　

１
９
５
８
年ね

ん

か
ら
１
９
６
０
年ね

ん

に
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

が
強

き
ょ
う

要よ
う

し
た
政せ

い

策さ
く

の
た
め
に
約や

く

２
千せ

ん

～
３
千ぜ

ん

万ま
ん

の
人ひ

と

々び
と

が
栄え

い

養よ
う

失し
っ

調ち
ょ
うと
飢き

餓が

で
命い

の
ち
を
失

う
し
な
っ
た
。・
・
こ
れ
は
人じ

ん

類る
い

の
災さ

い

害が
い

の
最さ

い

大だ
い

級き
ゅ
うの
も
の
の
一ひ

と
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
原げ

ん

因い
ん

は
完か

ん

全ぜ
ん

に
毛も

う

主し
ゅ

席せ
き

に

帰き

す
べ
き
で
あ
る
・
・
・［
２
，
ｐ
４
８
５
］

　
１
９
５
７
年ね

ん

、
ソ
連れ

ん

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

第だ
い

一い
ち

書し
ょ

記き

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
、

ソ
連れ

ん

が
１
５
年ね

ん

以い

内な
い

に
鉄て

っ

鋼こ
う

、
石せ

き

油ゆ

な
ど
の
生せ

い

産さ
ん

高だ
か

の
面め

ん

で

３
．
中ち

ゅ
う

国ご
く

は
１
５
年ね

ん

以い

内な
い

に

        

イ
ギ
リ
ス
を
追お

い
越こ

す

ア
メ
リ
カ
を
上う

わ

回ま
わ

る
だ
ろ
う
、
と
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。
当と

う

時じ

モ
ス
ク
ワ

に
滞た

い

在ざ
い

し
て
い
た
毛も

う

沢た
く

東と
う

は
、
兄あ

に

貴き

分ぶ
ん

で
あ
る
ソ
連れ

ん

の
後あ

と

に
つ

い
て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
１
５
年ね

ん

以い

内な
い

に
イ
ギ
リ
ス
を
追お

い
越こ

す
だ
ろ
う

と
語か

た
っ
た
。
こ
の
発は

つ

言げ
ん

は
、
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

首し
ゅ

脳の
う

た
ち
の

熱ね
つ

烈れ
つ

な
拍は

く

手し
ゅ

を
浴あ

び
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

国こ
く

内な
い

で
も
盛さ

か

ん
に
宣せ

ん

伝で
ん

さ
れ
た
。

［
３
，
ｐ
３
４
］

　

そ
こ
で
毛も

う

沢た
く

東と
う

は
１
９
５
７
年ね

ん

に
約や

く

５
３
５
万ま

ん

ト
ン
で
あ
っ

た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
鉄て

っ

鋼こ
う

生せ
い

産さ
ん

高だ
か

を
翌よ

く

年と
し

に
は
倍ば

い

の
１
０
７
０
万ま

ん

ト
ン

に
す
る
よ
う
命め

い

じ
た
。
こ
こ
か
ら
全ぜ

ん

人じ
ん

民み
ん

製せ
い

鉄て
つ

・
製せ

い

鋼こ
う

運う
ん

動ど
う

が
展て

ん

開か
い

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
本ほ

ん

格か
く

的て
き

な
製せ

い

鉄て
つ

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
作つ

く

る
だ
け
の
資し

本ほ
ん

も
、
時じ

間か
ん

も
な
い
。
い
ら
だ
っ
た
毛も

う

沢た
く

東と
う

は
、
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

革か
く

命め
い

以い

前ぜ
ん

の
「
土ど

法ほ
う

高こ
う

炉ろ

」
を
全ぜ

ん

国こ
く

に
展て

ん

開か
い

し
、
人じ

ん

海か
い

戦せ
ん

術じ
ゅ
つで
鉄て

っ

鋼こ
う

生せ
い

産さ
ん

を
行お

こ
な
う
こ
と
を
命め

い

じ
た
。

　
「
ワ
イ
ル
ド
・
ス
ワ
ン
」
の
作さ

く

者し
ゃ

ユ
ン
・
チ
ア
ン
は
、
こ
の

年と
し

、
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

に
入は

い

っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
校こ

う

庭て
い

に
か

ま
ど
と
「
る
つ
ぼ
」
の
形か

た
ちを
し
た
大お

お

き
な
鉄て

つ

の
桶お

け

が
据す

え
ら
れ

た
。

１
．
１
０
０
人に

ん

の
右う

派は

を
告こ

く

発は
つ

せ
よ

　
先せ

ん

生せ
い

た
ち
が
２
４
時じ

間か
ん

休や
す

み
な
し
で
薪た

き
ぎ
を
く
べ
、
生せ

い

徒と

た

ち
が
拾ひ

ろ

い
集あ

つ

め
て
き
た
鉄て

つ

く
ず
を
そ
の
桶お

け

に
入い

れ
る
。
先せ

ん

生せ
い

た

ち
が
製せ

い

鉄て
つ

に
動ど

う

員い
ん

さ
れ
て
い
る
の
で
、
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うも
な
く
、
ユ
ン
は

先せ
ん

生せ
い

の
家い

え

で
掃そ

う

除じ

や
子こ

守も

り
も
し
た
。［
１
，
ｐ
６
４
］

　

あ
る
先せ

ん

生せ
い

は
、
と
け
た
鉄て

つ

を
浴あ

び
て
、
両

り
ょ
う

腕う
で

に
大お

お

や
け
ど

を
負お

い
、
病

び
ょ
う

院い
ん

に
見み

舞ま

い
に
行い

っ
た
ユ
ン
は
、
そ
こ
で
も
医い

師し

や
看か

ん

護ご

婦ふ

が
、
土ど

法ほ
う

炉ろ

の
火ひ

を
絶た

や
さ
な
い
よ
う
に
、
走は

し

り

回ま
わ
っ
て
い
る
姿す

が
たを
見み

る
。

　

し
か
し
、
素し

ろ

人う
と

が
薪た

き
ぎを
く
べ
て
作つ

く
っ
た
鉄て

つ

は
、
農の

う

機き

具ぐ

用よ
う

に

す
ら
な
ら
な
か
っ
た
。
ユ
ン
の
家い

え

の
鍋な

べ

や
釜か

ま

も
、
ベ
ッ
ド
の
ス

プ
リ
ン
グ
も
す
べ
て
、
溶と

か
さ
て
し
ま
っ
た
。
６
０
０
０
万ま

ん

人に
ん

の
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
くを
投と

う

入に
ゅ
うし
て
、
３
０
８
万ま

ん

ト
ン
の
何な

ん

の
役や

く

に
も
立た

た
な
い「
牛う

し

の
糞ふ

ん

」の
よ
う
な
鉄て

つ

が
作つ

く

ら
れ
た
の
で
あ
る
。［
４
，

ｐ
２
０
４
］

　

無む

駄だ

に
な
っ
た
の
は
、
膨ぼ

う

大だ
い

な
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
くだ
け
で
は
な
い
。
土ど

法ほ
う

炉ろ

の
燃ね

ん

料り
ょ
うと
し
て
、
大た

い

量り
ょ
うの
石せ

き

炭た
ん

が
使つ

か

わ
れ
た
。
そ
の
た
め

に
、
逆ぎ

ゃ
く
に
正せ

い

規き

の
製せ

い

鉄て
つ

所じ
ょ

が
燃ね

ん

料り
ょ
う

不ぶ

足そ
く

に
陥お

ち
い
り
、
操そ

う

業ぎ
ょ
う

停て
い

止し

に
追お

い
込こ

ま
れ
る
所と

こ
ろが
出で

て
き
た
。

　

さ
ら
に
石せ

き

炭た
ん

を
買か

え
な
い
農の

う

民み
ん

は
、
樹じ

ゅ

木も
く

を
伐ば

っ

採さ
い

し
て
、

薪た
き
ぎと
し
た
。
全ぜ

ん

人じ
ん

民み
ん

製せ
い

鉄て
つ

・
製せ

い

鋼こ
う

運う
ん

動ど
う

は
た
ち
ま
ち
、
全ぜ

ん

人じ
ん

民み
ん

樹じ
ゅ

木も
く

伐ば
っ

採さ
い

運う
ん

動ど
う

へ
と
一い

っ

変ぺ
ん

し
た
。
こ
の
環か

ん

境き
ょ
う

破は

壊か
い

は
、
数す

う

十じ
ゅ
う

年ね
ん

後ご

に
も
続つ

づ

く
悪あ

く

影え
い

響き
ょ
うを
残の

こ

す
。

　

２
０
余よ

年ね
ん

後ご

の
１
９
８
０
年ね

ん

に
、
解か

い

放ほ
う

軍ぐ
ん

の
李り

貞て
い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

が

故ふ
る

郷さ
と

の
湖こ

西さ
い

省し
ょ
うに
戻も

ど

る
と
、
村む

ら

人び
と

た
ち
は
貧ひ

ん

窮き
ゅ
うの
ど
ん
底ぞ

こ

に

あ
え
い
で
お
り
、
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

に
訴う

っ
た
え
た
。

　

昔む
か
し、
裏う

ら

山や
ま

に
は
、
数す

う

人に
ん

が
か
り
で
も
抱か

か

え
き
れ
な
い
ほ
ど

の
大お

お

き
な
樹じ

ゅ

木も
く

が
数か

ぞ

え
切き

れ
な
い
ほ
ど
生お

い
茂し

げ

っ
て
い
ま
し

た
。・
・
・
で
も
大だ

い

製せ
い

鉄て
つ

・
製せ

い

鋼こ
う

運う
ん

動ど
う

以い

後ご

に
は
、
す
べ
て
切き

り
倒た

お

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
山や

ま

は
ハ
ゲ
山や

ま

に
な
り
、
土と

地ち

も

や
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一い

ち

度ど

大お
お

雨あ
め

が
降ふ

れ
ば
土ど

砂し
ゃ

が
田た

畑は
た

に
流な

が

れ
込こ

み
、
肥こ

え
た
土と

地ち

も
荒あ

れ
地ち

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
れ
で
ど
う
し
て
豊ゆ

た

か
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。［
３
，
ｐ
５
１
］

　
ま
た
、
か
ま
ど
を
作つ

く

る
に
は
、
レ
ン
ガ
が
必ひ

つ

要よ
う

だ
。
そ
の
た

め
に
古こ

代だ
い

か
ら
の
城

じ
ょ
う

壁へ
き

を
破は

壊か
い

し
て
、
そ
の
レ
ン
ガ
が
用も

ち

い
ら

れ
た
。
前ぜ

ん

漢か
ん

時じ

代だ
い

に
国こ

く

都と

長ち
ょ
う

安あ
ん

を
守ま

も

る
東ひ

が
しの
関か

ん

門も
ん

と
し
て
、

２
千せ

ん

年ね
ん

の
歴れ

き

史し

を
持も

つ
河か

南な
ん

省し
ょ
うの
函か

ん

谷こ
く

関か
ん

の
２
層そ

う

の
楼ろ

う

閣か
く

、

甘か
ん

粛し
ゅ
く

省し
ょ
う

威い

武ぶ

県け
ん

の
唐と

う

代だ
い

か
ら
の
城

じ
ょ
う

壁へ
き

な
ど
、
い
く
つ
も
の
由ゆ

い

緒し
ょ

あ
る
建け

ん

造ぞ
う

物ぶ
つ

が
こ
う
し
て
破は

壊か
い

さ
れ
た
。［
３
，
ｐ
４
６
］

　

毛も
う

沢た
く

東と
う

の
一ひ

と

言こ
と

で
、
な
ぜ
全ぜ

ん

人じ
ん

民み
ん

が
こ
れ
ほ
ど
、
愚お

ろ

か
な
運う

ん

動ど
う

に
全ぜ

ん

力り
ょ
くを
あ
げ
て
取と

り
組く

ん
だ
の
か
？
共き

ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
幹か

ん

部ぶ

た

ち
は
、
鉄て

っ

鋼こ
う

生せ
い

産さ
ん

の
ノ
ル
マ
を
課か

さ
れ
、
毎ま

い

日に
ち

生せ
い

産さ
ん

高だ
か

を
報ほ

う

告こ
く

す
る
こ
と
が
求も

と

め
ら
れ
た
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を
読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
知ち

識し
き

人じ
ん

５
５
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うが
犠ぎ

牲せ
い
に

　

上
じ
ょ
う

級き
ゅ
う

幹か
ん

部ぶ

の
関か

ん

心し
ん

は
、
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
命め

い

じ
た
「
１
０
７
０
万ま

ん

ト
ン
」
と
い
う
数す

う

字じ

の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
鉄て

つ

を
使つ

か

う
あ
て
が

あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
品ひ

ん

質し
つ

も
ど
う
で
も
良よ

い
。
当と

う

然ぜ
ん

、
下し

た

か
ら
の
報ほ

う

告こ
く

は
水み

ず

増ま

し
さ
れ
る
。

　

水み
ず

増ま

し
報ほ

う

告こ
く

に
反は

ん

対た
い

し
た
良

り
ょ
う

心し
ん

的て
き

な
幹か

ん

部ぶ

は
、
統と

う

計け
い

局
き
ょ
く

長ち
ょ
うを
含ふ

く

め
、「
右う

派は

」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼は

ら
れ
、
労ろ

う

働ど
う

改か
い

造ぞ
う

所じ
ょ

か
、
牢ろ

う

獄ご
く

に
送お

く

り
込こ

ま
れ
て
い
た
。
残の

こ

る
党と

う

幹か
ん

部ぶ

、
官か

ん

僚り
ょ
うも
、

専せ
ん

門も
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つ

者し
ゃ

た
ち
も
、
こ
の
運う

ん

動ど
う

が
い
か
に
人じ

ん

民み
ん

を
苦く

る

し
め
、

経け
い

済ざ
い

発は
っ

展て
ん

を
阻そ

害が
い

し
て
い
る
か
、
分わ

か
っ
て
は
い
て
も
、
保ほ

身し
ん

の
た
め
に
は
、
口く

ち

を
閉と

ざ
す
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。［
３
，

ｐ
８
８
］

　

鉄て
っ

鋼こ
う

増ぞ
う

産さ
ん

と
並な

ら

ん
で
、
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
念ね

ん

願が
ん

で
あ
っ
た
人じ

ん

民み
ん

公こ
う

社し
ゃ

に
よ
る
農の

う

村そ
ん

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

化か

が
進す

す

め
ら
れ
た
。「
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

は
天て

ん

国ご
く

だ
。人じ

ん

民み
ん

公こ
う

社し
ゃ

は
そ
の
掛か

け
橋は

し

だ
。」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、

１
９
５
８
年ね

ん

以い

降こ
う

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

全ぜ
ん

土ど

に
響ひ

び

き
渡わ

た
っ
た
。

　

２
千せ

ん

か
ら
２
万ま

ん

戸こ

を
一ひ

とつ
の
単た

ん

位い

と
し
て
、
人じ

ん

民み
ん

公こ
う

社し
ゃ

を
作つ

く

り
、
そ
の
中な

か

で
は
、
人ひ

と

々び
と

は
田た

畑は
た

や
森し

ん

林り
ん

、
家か

畜ち
く

、
農の

う

機き

具ぐ

な
ど
す
べ
て
の
私し

有ゆ
う

財ざ
い

産さ
ん

を
提て

い

供き
ょ
うし
、
共

き
ょ
う

有ゆ
う

化か

す
る
。
自じ

宅た
く

で
の
食

し
ょ
く

事じ

は
禁き

ん

止し

さ
れ
、
農の

う

民み
ん

は
農の

う

作さ

業ぎ
ょ
うが
終お

わ
る
と
、
公こ

う

共き
ょ
う

食し
ょ
く

堂ど
う

で
食

し
ょ
く

事じ

を
と
る
。
収

し
ゅ
う

穫か
く

は
す
べ
て
国く

に

の
も
の
と
さ
れ

る
の
で
、
誰だ

れ

も
農の

う

作さ

業ぎ
ょ
うの
能の

う

率り
つ

な
ど
気き

に
し
な
い
。
農の

う

村そ
ん

に
も

鉄て
っ

鋼こ
う

生せ
い

産さ
ん

の
ノ
ル
マ
が
あ
る
の
で
、
農の

う

耕こ
う

作さ

業ぎ
ょ
うは
二に

の
次つ

ぎ

に
さ

れ
た
。
そ
し
て
食た

べ
た
い
だ
け
食た

べ
る
の
で
、
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

備び

蓄ち
く

は
ま

た
た
く
間ま

に
底そ

こ

を
つ
い
た
。

　

人じ
ん

民み
ん

公こ
う

社し
ゃ

は
地ち

方ほ
う

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

官か
ん

僚り
ょ
うの
管か

ん

理り

化か

に
お
か
れ
、

や
が
て
各か

く

公こ
う

社し
ゃ

が
、
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
歓か

ん

心し
ん

を
得え

よ
う
と
、
食

し
ょ
く

糧り
ょ
う

増ぞ
う

産さ
ん

の
大だ

い

ボ
ラ
吹ふ

き
競

き
ょ
う

争そ
う

を
始は

じ

め
る
。
あ
る
公こ

う

社し
ゃ

が
、
今い

ま

ま
で

１
畝う

ね

（
６
．
７
ア
ー
ル
）
あ
た
り
２
０
０
斤き

ん

（
１
０
０
ｋｇ
）

程て
い

度ど

し
か
小こ

麦む
ぎ

が
と
れ
な
か
っ
た
の
に
、
２
１
０
５
斤き

ん

も
の
増ぞ

う

産さ
ん

に
成せ

い

功こ
う

し
た
、
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
人じ

ん

民み
ん

日に
っ

報ぽ
う

で
流な

が

し
た
。
毛も

う

沢た
く

東と
う

が
提て

い

唱し
ょ
うし
た
畑は

た
けに
隙す

き

間ま

な
く
び
っ
し
り
と
作さ

く

物も
つ

を
植う

え
る

「
密み

っ

植し
ょ
く」
に
よ
り
、
出で

来き

高だ
か

が
１
０
倍ば

い

に
も
な
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。

　

す
る
と
、
他た

の
公こ

う

社し
ゃ

も
負ま

け
じ
と
、
水す

い

稲と
う

７
０
０
０

斤き
ん

、
１
万ま

ん

斤き
ん

な
ど
と
い
う
数す

う

字じ

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
始は

じ

め
た
。
８

月が
つ

に
は
湖こ

北ほ
く

省し
ょ
う

麻ま

城じ
ょ
う

県け
ん

で
、
１
畝う

ね

あ
た
り
稲い

ね

の
生せ

い

産さ
ん

高だ
か

３
万ま

ん

６
９
５
６
斤き

ん

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
た
時と

き

、
人じ

ん

民み
ん

日に
っ

報ぽ
う

は
四よ

ん

人に
ん

の
子こ

供ど
も

が
密み

っ

植し
ょ
くさ
れ
た
稲い

な

穂ほ

の
上う

え

に
立た

っ
て
い
る

写し
ゃ

真し
ん

ま
で
掲け

い

載さ
い

し
た
。

　
こ
れ
ら
は
完か

ん

全ぜ
ん

な
で
っ
ち
あ
げ
で
あ
っ
た
。
農の

う

民み
ん

に
徹て

つ

夜や

作さ

業ぎ
ょ
うで
何な

に

畝う
ね

か
の
田た

畑は
た

の
稲い

ね

や
麦む

ぎ

を
１
畝う

ね

に
移う

つ

し
変か

え
さ
せ
た
も

の
だ
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
密み

っ

植し
ょ
くす
る
と
、
風か

ぜ

が
通と

お

ら
ず
、
蒸む

れ

て
す
ぐ
に
作さ

く

物も
つ

が
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
農の

う

民み
ん

は
四し

六ろ
く

時じ

中ち
ゅ
う、
風か

ぜ

を
送お

く
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

出で

来き

高だ
か

の
水み

ず

増ま

し
報ほ

う

告こ
く

に
よ
り
、
上

じ
ょ
う

納の
う

す
べ
き
量り

ょ
う
も
増ふ

や

さ
れ
、
農の

う

民み
ん

た
ち
自じ

身し
ん

の
食

し
ょ
く

料り
ょ
うが
さ
ら
に
減へ

ら
さ
れ
た
。
こ

う
し
て
、
農の

う

民み
ん

た
ち
の
製せ

い

鉄て
つ

運う
ん

動ど
う
へ
の
駆か

り
立た

て
、
人じ

ん

民み
ん

公こ
う

社し
ゃ

化か

に
よ
る
効こ

う

率り
つ

低て
い

下か

、
さ
ら
に
上

じ
ょ
う

納の
う

分ぶ
ん

の
増ぞ

う

加か

に
よ
り
、
食

し
ょ
く

糧り
ょ
う

備び

蓄ち
く

も
底そ

こ

を
つ
き
、
１
９
６
０
年ね

ん

か
ら
６
１
年ね

ん

に
か
け
て
、

～
２
千せ

ん

万ま

ん

人に

ん

餓が

死し

へ
の「
大だ

い

躍や

く

進し

ん

」

６
．
保ほ

身し
ん

の
た
め
に
、

　
　

誰だ
れ

も
真し

ん

実じ
つ

を
語か

た

れ
な
い

９
．
彭ほ

う

徳と
く

懐か
い

元げ
ん

帥す
い

の
涙な

み
だ

５
．
全ぜ

ん

人じ
ん

民み
ん

樹じ
ゅ

木も
く

伐ば
っ

採さ
い

運う
ん

動ど
う

へ

１
０
．
餓が

死し

者し
ゃ

２
～
３
千ぜ

ん

万ま
ん

人に
ん

中ち
ゅ
う

国ご
く

全ぜ
ん

土ど

を
猛も

う

烈れ
つ

な
飢き

饉き
ん

が
襲お

そ
っ
た
。

　
ユ
ン
・
チ
ア
ン
も
、
小ち

い

さ
な
饅ま

ん

頭じ
ゅ
うを
か
じ
り
な
が
ら
学が

っ

校こ
う
へ

と
歩あ

る

い
て
い
く
途と

中ち
ゅ
う、
パ
ン
ツ
一い

ち

枚ま
い

で
痩や

せ
こ
け
た
少

し
ょ
う

年ね
ん

か
ら
、

饅ま
ん

頭じ
ゅ
うを
奪う

ば

わ
れ
た
体た

い

験け
ん

を
し
て
い
る
。
ユ
ン
の
父ふ

母ぼ

は
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

幹か
ん

部ぶ

で
、
食

し
ょ
く

事じ

に
は
困こ

ま

ら
な
か
っ
た
が
、
父ち

ち

か
ら
「
お
ま
え
は
、

幸し
あ
わせ
な
ん
だ
よ
。
お
前ま

え

と
同お

な

じ
位ぐ

ら
いの
子こ

供ど
も

た
ち
が
、
ど
ん
ど

ん
飢う

え
て
死し

ん
で
い
る
ん
だ
。」
と
聞き

か
さ
れ
た
。

　
ユ
ン
の
家い

え

の
お
手て

伝つ
だ

い
・
華ほ

あ

嬢に
ゃ
ん

嬢に
ゃ
んの
家い

え

は
革か

く

命め
い

前ま
え

に
地じ

主ぬ
し

だ
っ
た
せ
い
で
、
食

し
ょ
く

糧り
ょ
う

配は
い

給き
ゅ
うリ
ス
ト
の
最さ

い

下か

位い

に
置お

か
れ
て
い

た
。
あ
る
日ひ

、
華ほ

あ

嬢に
ゃ
ん

嬢に
ゃ
んの
老ろ

う

母ぼ

が
訪た

ず

ね
て
き
て
、
ユ
ン
の
母は

は

の
顔か

お

を
見み

る
な
り
、
ぺ
た
ん
と
す
わ
り
、
額ひ

た
い
を
床ゆ

か

に
打う

ち
つ
け

て
言い

っ
た
。「
あ
な
た
様さ

ま

は
娘む

す
めの
命い

の
ちの
恩お

ん

人じ
ん

で
ご
ざ
い
ま
す
。」

老ろ
う

母ぼ

は
華ほ

あ

嬢に
ゃ
ん

嬢に
ゃ
んの
父ち

ち

親お
や

と
弟

お
と
う
とが
亡な

く
な
っ
た
こ
と
を
伝つ

た

え
に

来き

た
の
だ
っ
た
。
華ほ

あ

嬢に
ゃ
ん

嬢に
ゃ
んが
生い

き
て
い
ら
れ
る
の
は
、
ま
っ
た

く
ユ
ン
の
家い

え

に
い
ら
れ
る
お
蔭か

げ

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
一い

ち

ヵ
月げ

つ

後ご

、
そ
の
母は

は

親お
や

自じ

身し
ん

が
亡な

く
な
っ
た
と
い
う

知し

ら
せ
が
来き

た
。
華ほ

あ

嬢に
ゃ
ん

嬢に
ゃ
んが
テ
ラ
ス
の
柱は

し
らに
寄よ

り
か
か
る
よ

う
に
し
て
、
ハ
ン
カ
チ
を
口く

ち

に
押お

し
当あ

て
て
、
声こ

え

を
殺こ

ろ

し
て
泣な

い
て
い
た
、
そ
の
嗚お

咽え
つ

を
忘わ

す

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
ユ
ン

は
述の

べ
て
い
る
。［
１
，ｐ
８
６
］

　

高こ
う

級き
ゅ
う

幹か
ん

部ぶ

の
中な

か

に
は
、
保ほ

身し
ん

の
た
め
に
こ
う
し
た
事じ

態た
い

を

見み

て
見み

ぬ
ふ
り
を
す
る
人ひ

と

ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
国こ

く

防ぼ
う

部ぶ

部ぶ

長ち
ょ
うだ
っ
た
彭ほ

う

徳と
く

懐か
い

元げ
ん

帥す
い

は
、
貧ま

ず

し
い
農の

う

民み
ん

の
出

し
ゅ
っ

身し
ん

で
、
そ
の
苦く

る

し
み
は
人ひ

と

ご
と
で
は
な
か
っ
た
。
元げ

ん

帥す
い

が
、
５
８
年ね

ん

末ま
つ

、
ま

だ
飢き

饉き
ん

の
初し

ょ

期き

の
段だ

ん

階か
い

に
郷

き
ょ
う

里り

の
湖こ

南な
ん

省し
ょ
う

湘し
ょ
う

譚た
ん

県け
ん

を
訪お

と
ずれ
る

と
、
一ひ

と

人り

の
老ろ

う

人じ
ん

が
「
天て

ん

帝て
い

（
毛も

う

沢た
く

東と
う

）
に
農の

う

民み
ん

の
ひ
で
え
暮く

ら
し
を
訴う

っ
た
え
て
、
何な

ん

と
か
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
せ
え
」
と
、
ひ

ざ
ま
づ
こ
う
と
し
た
。

　

彭ほ
う

徳と
く

懐か
い

は
は
ら
は
ら
と
涙な

み
だを
流な

が

し
な
が
ら
、
言い

っ
た
。

　
「
あ
な
た
は
私わ

た
しの
郷

き
ょ
う

里り

の
長

ち
ょ
う

老ろ
う

な
の
に
、
こ
ん
な
み
じ
め
な

暮く

ら
し
を
し
て
い
る
。
ひ
ざ
ま
づ
い
て
詫わ

び
ね
ば
な
ら
な
い
の

は
私わ

た
しの
方ほ

う

だ
。」［
３
，
ｐ
１
５
７
］

　

彭ほ
う

徳と
く

懐か
い

は
毛も

う

沢た
く

東と
う

に
婉え

ん

曲き
ょ
くに
事じ

態た
い

を
訴う

っ
た
え
る
手て

紙が
み

を
出だ

し

た
。毛も

う

沢た
く

東と
う

は
彭ほ

う

の
手て

紙が
み

を
印い

ん

刷さ
つ

し
て
、党と

う

首し
ゅ

脳の
う

部ぶ

に
回か

い

覧ら
ん

し
、

そ
の
反は

ん

応の
う

を
見み

た
。
こ
れ
も
、「
引い

ん

蛇じ
ゃ

出し
ゅ
つ

洞ど
う

」（
ヘ
ビ
を
ね
ぐ

ら
か
ら
お
び
き
出だ

す
）
の
戦せ

ん

術じ
ゅ
つで
あ
る
。

　

彭ほ
う

徳と
く

懐か
い

は
最さ

い

近き
ん

、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
会か

い

談だ
ん

を
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
今こ

ん

回か
い

の
毛も

う

沢た
く

東と
う

批ひ

判は
ん

は
、
ソ
連れ

ん

と
内な

い

通つ
う

し
て
い
る
か
ら

で
は
な
い
か
、
と
林り

ん

彪ぴ
ょ
うが
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
指し

示じ

を
受う

け
て
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

し

た
。
彭ほ

う

徳と
く

懐か
い

に
同ど

う

調ち
ょ
うし
た
者も

の

た
ち
も
、「
反は

ん

党と
う

集し
ゅ
う

団だ
ん

」「
右う

翼よ
く

日ひ

和よ
り

見み

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

」
な
ど
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼は

ら
れ
て
、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
失し

っ

脚き
ゃ
くし
、
自じ

宅た
く

に
軟な

ん

禁き
ん

さ
れ
た
り
、
自じ

殺さ
つ

し
た
。

　

幹か
ん

部ぶ

の
粛

し
ゅ
く

清せ
い

の
後あ

と

、
５
９
年ね

ん

に
は
毛も

う

沢た
く

東と
う

は
さ
ら
に
大だ

い

々だ
い

（３） ２０１７年第４８９１号 	１２月	 ２日	（土曜日）

的て
き

な
反は

ん

右う

傾け
い

運う
ん

動ど
う

を
展て

ん

開か
い

し
た
。
農の

う

民み
ん

や
人じ

ん

民み
ん

公こ
う

社し
ゃ

の
幹か

ん

部ぶ

・
役や

く

人に
ん

で
、
少す

こ

し
で
も
政せ

い

策さ
く

に
不ふ

平へ
い

不ふ

満ま
ん

を
も
ら
す
も

の
は
、
ど
し
ど
し
摘て

き

発は
つ

さ
れ
た
。
そ
の
総そ

う

数す
う

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

全ぜ
ん

土ど

で

１
０
０
０
万ば

ん

人に
ん

に
の
ぼ
っ
た
と
鄧と

う

小し
ょ
う

平へ
い

は
述の

べ
て
い
る
。［
１
，

ｐ
２
０
９
］

　

彭ほ
う

徳と
く

懐か
い

の
批ひ

判は
ん

に
耳み

み

を
貸か

さ
ず
、
引ひ

き
続つ

づ

き
鉄て

っ

鋼こ
う

増ぞ
う

産さ
ん

や

人じ
ん

民み
ん

公こ
う

社し
ゃ

化か

を
強

き
ょ
う

行こ
う

し
た
結け

っ

果か

、
６
０
年ね

ん

、
６
１
年ね

ん

に
は
さ

ら
に
ひ
ど
い
飢き

饉き
ん

が
全ぜ

ん

土ど

を
襲お

そ
っ
た
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

全ぜ
ん

土ど

で
の
餓が

死し

者し
ゃ

は
、
２
～
３
千ぜ

ん

万ま
ん

人に
ん

と
言い

わ

れ
て
い
る
。
５
５
年ね

ん

か
ら
５
８
年ね

ん

ま
で
の
平へ

い

均き
ん

人じ
ん

口こ
う

増ぞ
う

加か

率り
つ

２
．
２
９
％
を
適て

き

用よ
う

す
る
と
、
６
１
年ね

ん

末ま
つ

の
人じ

ん

口こ
う

は

７
億お

く

６
３
２
万ま

ん

人に
ん

に
な
る
は
ず
な
の
に
、
実じ

っ

際さ
い

に
は
そ
れ
よ

り
４
，
６
３
８
万ま

ん

人に
ん

少す
く

な
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
飢き

饉き
ん

に
よ
る

出し
ゅ
っ

生せ
い

率り
つ

低て
い

下か

が
２
，１
２
８
万ま

ん

人に
ん

あ
り
、こ
れ
を
引ひ

く
と
、２
，

５
１
０
万ま

ん

人に
ん

が
餓が

死し

で
失う

し
なわ
れ
た
と
推す

い

定て
い

さ
れ
る
。

　

毛も
う

沢た
く

東と
う

の
「
大だ

い

躍や
く

進し
ん

」
政せ

い

策さ
く

に
よ
っ
て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

民み
ん

は
近き

ん

代だ
い

史し

上じ
ょ
う、
最さ

い

大だ
い

規き

模ぼ

の
大た

い

量り
ょ
う

餓が

死し

に
駆か

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

［
３
，
ｐ
２
５
１
］

　
こ
の
よ
う
な
事じ

態た
い

の
深し

ん

刻こ
く

さ
は
、
地ち

方ほ
う

か
ら
の
水み

ず

増ま

し
さ

れ
た
食

し
ょ
く

糧り
ょ
う

増ぞ
う

産さ
ん

報ほ
う

告こ
く

の
た
め
、
首し

ゅ

脳の
う

部ぶ

に
は
届と

ど

か
な
か
っ
た
。

６
０
年ね

ん

に
も
、
２
７
０
万ま

ん

ト
ン
の
食

し
ょ
く

料り
ょ
うが
無む

理り

や
り
徴

ち
ょ
う

発は
つ

さ

れ
、
輸ゆ

出し
ゅ
つに
回ま

わ

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
３
千ぜ

ん

万ま
ん

人に
ん

が
半は

ん

年と
し

間か
ん

食く

い
つ
な
ぐ
の
に
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
量り

ょ
うだ
っ
た
。［
３
，
ｐ
２
６
３
］

　

６
１
年ね

ん

初は
じ

め
に
は
、
毛も

う

沢た
く

東と
う

も
「
大だ

い

躍や
く

進し
ん

」
政せ

い

策さ
く

を
続つ

づ

け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
劉

り
ゅ
う

少し
ょ
う

奇き

や
ト
ウ
小

し
ょ
う

平へ
い

な
ど
の
実じ

つ

務む

派は

に
政せ

い

治じ

運う
ん

営え
い

を
譲ゆ

ず
っ
た
。
鉄て

っ

鋼こ
う

増ぞ
う

産さ
ん

運う
ん

動ど
う

は
中

ち
ゅ
う

止し

さ
れ
、

農の
う

民み
ん

の
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うも
働は

た
ら
き
に
応お

う

じ
て
分ぶ

ん

配ぱ
い

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ト
ウ
小

し
ょ
う

平へ
い

が
「
白し

ろ

猫ね
こ

で
も
黒く

ろ

猫ね
こ

で
も
ネ
ズ
ミ
を
と
る
の
が
良よ

い

猫ね
こ

だ
」
と
い
う
発は

つ

言げ
ん

を
し
た
の
は
、
こ
の
頃こ

ろ

だ
。「
ネ
ズ
ミ
を

と
る
」
と
は
、「
国こ

く

民み
ん

を
食く

わ
せ
る
」
と
い
う
事こ

と

な
の
で
あ
る
。

　

実じ
つ

務む

派は

の
市し

場じ
ょ
う

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

舵か
じ

取と

り
に
よ
り
、
２
年ね

ん

ほ
ど
で
中

ち
ゅ
う

国ご
く

経け
い

済ざ
い

は
ふ
た
た
び
好こ

う

調ち
ょ
うに
動う

ご

き
始は

じ

め
た
。
し
か
し
、
一い

ち

時じ

後こ
う

退た
い

し
た
毛も

う

沢た
く

東と
う

は
、
権け

ん

力り
ょ
く

奪だ
っ

還か
ん

を
狙ね

ら
っ
て
、
逆

ぎ
ゃ
く

襲し
ゅ
うに
出で

る
。

中ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

民み
ん

の
前ま

え

に
は
「
文ぶ

ん

化か

大だ
い

革か
く

命め
い

」
と
い
う
次つ

ぎ

の
悲ひ

劇げ
き

が

待ま

ち
受う

け
て
い
た
。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．「
ワ
イ
ル
ド
・
ス
ワ
ン
（
中な

か

）」、
ユ
ン
・
チ
ア
ン
、
講こ

う

談だ
ん

（上
じょう

）

８
．
子こ

供ど
も

た
ち
が

　
　

ど
ん
ど
ん
飢う

え
て
死し

ん
で
い
る

社し
ゃ

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
１
０
．
３

２
．「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
歴れ

き

史し

」、Ｊ
．Ｋ
．

フ
ェ
ア
バ
ン
ク
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書し
ょ

房ぼ
う

、
Ｈ
８
．
７

３
．「
人ひ

と

禍わ
ざ
わ
い」、
丁

ち
ょ
う

抒じ
ょ

、
学が

く

陽よ
う

書し
ょ

房ぼ
う

、
Ｈ
３
．
１
０

４
．「『
悪あ

く

魔ま

祓ば
ら

い
』
の
戦せ

ん

後ご

史し

」、
稲い

な

垣が
き

武た
け
し、
文ぶ

ん

春し
ゅ
ん

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
９
．
８

４
．
３
０
８
万ま

ん

ト
ン
の

       「
牛う

し

の
糞ふ

ん

」
の
よ
う
な
鉄て

つ

原
げん

始
し

的
てき

な方
ほう

法
ほう

で、鉄
てつ

を量
ちょう

産
さん

する農
のう

民
みん

７
．
人じ

ん

民み
ん

公こ
う

社し
ゃ

で

　
　
　

奇き

跡せ
き

的て
き

な
増ぞ

う

産さ
ん

！
？
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Premiê japonês informa que dia 30 
de abril de 2019 é a data escolhida 
para abdicação do Imperador Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Abdicação do Imperador (01/12/2017)

O premiê japonês, Shin-
zo Abe, disse que o Con-
selho da Casa Imperial 
escolheu o dia 30 de abril 
de 2019 como data para a 
abdicação do Imperador 
Akihito, e selecionou o 
dia seguinte, 1º de maio, 
para a sucessão do Prínci-
pe Herdeiro Naruhito.
Na sexta-feira, Abe pre-
sidiu a reunião do Con-
selho na Agência da Casa 
Imperial. Membros da 
família imperial, líderes 
parlamentares e ministros 
da Suprema Corte partici-

param.
O premiê explicou o re-
sultado da reunião ao Im-
perador. Mais tarde, ele 
fez um anúncio público 
no Escritório do Primeiro 
Ministro.
Abe disse a repórteres que 
a abdicação é a primeira 
em cerca de 200 anos e a 
primeira na história cons-
titucional do Japão.
O imperador tem 83 anos 
de idade. No ano passado 
ele manifestou seu apa-
rente desejo de abdicar, 
dizendo que pode se tor-

nar difícil cumprir seus 
deveres em uma idade 
avançada.
O Parlamento aprovou 
uma lei especial que per-
mite ao Imperador abdi-
car. Ela foi promulgada 
em junho.
Abe disse que o governo 
irá definir o mais rápido 
possível a data para que a 
lei especial entre em vigor. 
A abdicação do imperador 
deve ocorrer no mesmo 
dia, conforme a lei.
O governo espera tomar 
uma decisão oficial em 

uma reunião do Gabinete 
na sexta-feira da semana 
que vem.
A escolha do final de abril 
de 2019 para a abdicação 
do Imperador parece re-
fletir o desejo do governo 
de realizar uma série de 
cerimônias em um am-
biente tranquilo, e evitar 
um calendário político 
apertado. Entre março e 
abril daquele ano ocorre-
rão eleições locais e de-
bates para o orçamento do 
novo ano fiscal.

Aumenta pressão internacional 
sobre violações de direitos humanos 
na Coreia do Norte

Comentário (01/12/2017)

Um comitê da Assem-
bleia Geral das Nações 
Unidas adotou, no dia 14 
de novembro, uma resolu-
ção exortando a Coreia do 
Norte a melhorar a situa-
ção de direitos humanos 
no país. Uma sessão plena 
da Assembleia Geral da 
ONU deve aprovar até o 
fim do ano uma resolução 
apresentada conjuntamen-
te pelo Japão e a União 
Europeia. Hoje, para o 
Comentário, conversamos 
com Ahn Myeong Chul, 
representante da NK Wat-
ch, um órgão que informa 
as Nações Unidas sobre 
abusos de direitos huma-
nos na Coreia do Norte. 
Ahn é um ex-guarda de 
uma prisão política daque-
le país.
Ele diz: “Em 2015 o líder 
norte-coreano Kim Jong 
Un emitiu uma ordem 
para punir responsáveis 
por violações dos direitos 
humanos. O motivo que 
ele deu foi que abusos dos 
direitos humanos come-

tidos pelo Ministério da 
Segurança do Estado da 
Coreia do Norte, conhe-
cida como polícia secre-
ta, estava prejudicando o 
seu relacionamento com o 
povo do país. Além disso, 
ele estava furioso com a 
punição, pelo Ministério 
de Segurança, de um fun-
cionário de alto escalão 
inocente em 2016, uma 
ação cujo objetivo parecia 
ser melhorar o histórico 
do ministério. Segundo re-
latos Kim executou cinco 
funcionários relacionados 
a este caso.
Acho que esses incidentes 
aconteceram em reação 
à pressão da comunidade 
internacional. Um relató-
rio final da ONU emitido 
em 2014 tinha classificado 
os abusos dos direitos hu-
manos na Coreia do Norte 
de “crimes contra a huma-
nidade”. Apesar de não ter 
chegado a se referir a Kim 
Jong Un pelo nome, o rela-
tório dizia que os respon-
sáveis por aqueles crimes 

Mitsubishi Aluminium 
admite ter falsificado 
dados de seus produtos

Economia (01/12/2017)

A  empresa japonesa Mit-
subishi Materials afirmou 
que uma de suas subsidi-
árias, a Mitsubishi Alumi-
nium, falsificou dados de 
inspeção para chapas de 
alumínio.
As chapas foram produ-
zidas em uma fábrica da 
subsidiária, na província 
de Shizuoka, região cen-
tral do Japão.
Na semana passada, a 
Mitsubishi Materials re-
conheceu que duas outras 

firmas do grupo, a Mit-
subishi Cable Industries 
e a Mitsubishi Shindoh, 
haviam entregado pro-
dutos de qualidade in-
ferior com dados falsi-
ficados.
Contudo, a Mitsubishi 
Materials não revelou 
as irregularidades da 
Mitsubishi Aluminium, 
que foram descobertas 
durante uma investiga-
ção interna, em novem-
bro do ano passado.

deveriam ser julgados na 
Corte Penal Internacional. 
Não há dúvida que as au-
toridades norte-coreanas 
sintam-se sob pressão se 
Kim, que vive como um 
deus num estado recluso, 
for tratado como um cri-
minoso.
Eu pude testemunhar a di-
minuição de violações de 
direitos humanos na Co-
reia do Norte em reação 
à pressão da comunidade 
internacional. A Anistia 
Internacional emitiu um 
relatório em 1993 sobre 
um presídio político, mas 
o regime norte-coreano 
ficou sabendo com ante-
cedência e fechou a prisão 
antes que o relatório fosse 
divulgado. Depois disso, a 
frequência das execuções 
públicas diminuiu de for-
ma significativa, de algu-
mas vezes por mês para 
algumas vezes por ano.
Objeções por parte da Chi-
na e da Rússia impediram 
que as violações de direi-
tos humanos da Coreia do 

Norte fossem levadas à 
Corte Penal Internacional. 
Ambos os países prendem 
e enviam de volta fugiti-
vos da Coreia do Norte, 
por isso eu creio que este-
jam com medo de serem 
responsabilizados pelas 
irregularidades daquele 
país. Mas eu não acho que 
conseguirão se opor para 
sempre.
O governo japonês assu-
miu a dianteira na adoção 
da resolução da ONU em 
prol da melhoria dos di-
reitos humanos na Coreia 
do Norte. Os sequestros 
de cidadãos japoneses 
por aquele país é uma si-
tuação básica no tocante 
aos abusos de direitos hu-
manos. Acho que se a co-
munidade internacional, 
incluindo o Japão, conti-
nuar a sugerir que os res-
ponsáveis por abusos de 
direitos humanos poderão 
ser punidos, poderá haver 
uma mudança no regime 
da Coreia do Norte.”

Associação Japonesa de Sumô anuncia 
resultados preliminares de investigação 
sobre caso de agressão

Sumô (01/12/2017)

A Associação Japonesa 
de Sumô anunciou os re-
sultados preliminares de 
uma investigação sobre a 
suposta agressão cometi-
da pelo grande campeão, 
o yokozuna Harumafu-
ji, contra um lutador que 
ocupa um posto inferior 
no ranking da modalidade.
Harumafuji já admitiu ter 
agredido e ferido o lutador 
Takanoiwa durante uma 
noitada regada a bebidas 
alcoólicas, em 25 de outu-
bro, na cidade de Tottori, 

no oeste do Japão. Ambos 
são oriundos da Mongó-
lia.
A entidade planejava de-
cidir a respeito da punição 
a ser imposta ao yokozu-
na após a apuração dos 
fatos; mas, na quarta-fei-
ra, ele anunciou sua apo-
sentadoria do sumô.
Na quinta-feira, mem-
bros-executivos da Asso-
ciação Japonesa de Sumô 
foram informados sobre 
os resultados dos interro-
gatórios com os lutadores 

envolvidos no incidente.
O grande campeão 
Hakuho, que também é 
mongol, havia advertido 
Takanoiwa durante um 
jantar por causa do que ele 
descreveu como “ações e 
declarações desrespeito-
sas” por parte deste últi-
mo, em setembro.
Posteriormente, o grupo 
de lutadores se dirigiu até 
um bar, onde Harumafuji 
teria se ofendido devido 
ao fato de Takanoiwa estar 
usando continuamente seu 

smartphone enquanto o 
veterano Hakuho o acon-
selhava.
Harumafuji teria, então, 
esbofeteado Takanoiwa e 
exigido que ele se descul-
passe, mas o lutador mais 
jovem se recusou a fazê
-lo. O yokozuna o esbo-
feteou novamente, tendo 
atingido diversas vezes a 
cabeça da vítima com um 
controle remoto.
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ANO XX  –  Nº 4891 SÃO PAULO, SÁBADO, 2 DE DEZEMBRO DE 2017 R$ 4,00


	02-12 p1 COR
	02-12 p2
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	02-12 p6
	02-12 p7
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